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問題 L, M , N は多様体で, dim M ≤ dim N であるとする. f : L → M , g : M → N はと
もにC∞級写像であるとする. x ∈ Lが f の臨界点であるとき, g ◦ f の臨界点でもあるこ
とを証明せよ. (線形代数の結果を用いるときは, 事実とはっきり書いて明示すること. た
とえば, 「事実. 行列Aが可逆である必要十分条件は, その行列式 det Aが 0でないことで
ある」などのようにする.)



略解 x ∈ Lが f の臨界点であるから rank dfx < dim M である. したがって

rank d(g ◦ f)x = rank
(

dgf(x)dfx

)

≤ rank dfx < dim M ≤ dim N

であり, xはg◦fの臨界点でもある. ただし,最初の不等号≤では「事実. rank AB ≤ rank B」
を用いた.
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